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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】電気調理鍋と蒸し器の機能を兼ね備え、さまざ 
まな食物の調理が同時進行で行え、食物の調理にかかる 
時間を短縮、節約することができる、多目的電気調理鍋 
と蒸し器アセンブリを提供する。
【解決手段】多目的電気調理鍋１００は本体１１０、嵩 
上げリング１２０、内釡、蒸し皿、蓋体１５０を含む。 
本体はチャンバと開口を有する。嵩上げリングは本体に 
配置され、チャンバと連通する。内釡はチャンバに配置 
され、開口に突出する。蒸し皿は嵩上げリングまたは内 
釡に選択的に配置される。蓋体は嵩上げリングに配置さ 
れて蒸し皿を覆い、チャンバを閉じる。チャンバは水を 
配置するのに使用され、水はチャンバ内に水蒸気を形成 
するための加熱に適している。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　（全8頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 チ ャ ン バ と 開 口 を 有 す る 本 体 と 、
　 前 記 本 体 に 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 チ ャ ン バ と 連 通 す る 嵩 上 げ リ ン グ と 、
　 前 記 チ ャ ン バ に 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 開 口 か ら 突 出 す る 内 釡 と 、
　 前 記 嵩 上 げ リ ン グ ま た は 前 記 内 釡 に 選 択 的 に 配 置 さ れ る 蒸 し 皿 と 、
　 前 記 嵩 上 げ リ ン グ に 配 置 さ れ て 前 記 蒸 し 皿 を 覆 い 、 か つ 前 記 チ ャ ン バ を 閉 じ る 蓋 体 と 、  
を 備 え 、
　 前 記 チ ャ ン バ は 水 を 配 置 す る の に 使 用 さ れ 、 か つ 前 記 水 は 加 熱 に 適 し 、 前 記 チ ャ ン バ 内  
に 水 蒸 気 を 形 成 す る 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 嵩 上 げ リ ン グ が 前 記 本 体 の 上 縁 に 前 記 開 口 を 囲 む よ う に 配 置 さ れ 、 第 １ モ ー ド で は  
、 前 記 内 釡 が 前 記 開 口 か ら 突 出 し 、 部 分 的 に 前 記 嵩 上 げ リ ン グ と 重 な り 、 前 記 蒸 し 皿 は 前  
記 嵩 上 げ リ ン グ 中 に 位 置 し か つ 前 記 蒸 し 皿 の 外 縁 部 が 前 記 嵩 上 げ リ ン グ の 湾 曲 部 に 当 接 し  
、 前 記 内 釡 と 前 記 蒸 し 皿 の 間 は 一 定 の 間 隔 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋  
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 嵩 上 げ リ ン グ は 前 記 本 体 の 上 縁 に 前 記 開 口 を 囲 む よ う に 配 置 さ れ 、 第 ２ モ ー ド で は  
、 前 記 内 釡 が 前 記 開 口 か ら 突 出 し 、 部 分 的 に 前 記 嵩 上 げ リ ン グ と 重 な り 、 前 記 蒸 し 皿 が 前  
記 嵩 上 げ リ ン グ 中 に 位 置 し か つ 前 記 蒸 し 皿 の 底 部 は 前 記 内 釡 に 進 入 す る 、 請 求 項 １ に 記 載  
の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 嵩 上 げ リ ン グ は 前 記 本 体 の 上 縁 に 前 記 開 口 を 囲 む よ う に 配 置 さ れ 、 第 ３ モ ー ド で は  
、 前 記 内 釡 が 前 記 開 口 か ら 突 出 し 、 部 分 的 に 前 記 嵩 上 げ リ ン グ と 重 な る 、 請 求 項 １ に 記 載  
の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 本 体 は 、 前 記 チ ャ ン バ と 前 記 開 口 の 間 に 位 置 す る 斜 面 を 有 し 、 第 ４ モ ー ド で は 、 前  
記 蒸 し 皿 の 外 縁 部 が 前 記 斜 面 に 当 接 し 、 か つ 前 記 蒸 し 皿 が 前 記 チ ャ ン バ 内 に 吊 り 下 が る 、  
請 求 項 １ に 記 載 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 蒸 し 皿 は 、 前 記 蒸 し 皿 の 底 面 に 貫 通 し て 分 布 す る 複 数 の 蒸 気 孔 を 有 し 、 前 記 等 蒸 気  
孔 は 前 記 内 釡 及 び 前 記 嵩 上 げ リ ン グ に 連 通 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 。
【 請 求 項 ７ 】
　 嵩 上 げ リ ン グ と 、
　 前 記 嵩 上 げ リ ン グ に 着 脱 可 能 に 配 置 さ れ る 、 蒸 し 皿 と 、 を 備 え る 、 蒸 し 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 蒸 し 皿 が 前 記 嵩 上 げ リ ン グ 中 に 位 置 し か つ 前 記 蒸 し 皿 の 外 縁 部 が 前 記 嵩 上 げ リ ン グ  
の 湾 曲 部 に 当 接 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 蒸 し 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 蒸 し 皿 は 、 前 記 蒸 し 皿 の 底 面 に 貫 通 し て 分 布 す る 複 数 の 蒸 気 孔 を 有 し 、 前 記 等 蒸 気  
孔 は 前 記 嵩 上 げ リ ン グ に 連 通 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 蒸 し 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 さ ら に 、 前 記 嵩 上 げ リ ン グ に 配 置 さ れ て 前 記 蒸 し 皿 を 覆 う 蓋 体 を 備 え る 、 請 求 項 ７ に 記  
載 の 蒸 し 器 ア セ ン ブ リ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 電 気 調 理 鍋 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 蒸 す と 煮 る の 両 機 能 を 備 え た 多 目 的  
電 気 調 理 鍋 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 中 華 料 理 に お い て 、 電 気 調 理 鍋 と 蒸 し 器 は 欠 か せ な い 調 理 器 具 で あ り 、 こ の う ち  
、 電 気 調 理 鍋 は 炊 飯 、 お 粥 炊 き 、 ス ー プ の 煮 込 み 、 野 菜 の 蒸 し な ど に 使 用 で き 、 蒸 し 器 は  
ケ ー キ や 粉 類 食 物 を 蒸 す の に 使 用 さ れ る が 、 電 気 調 理 鍋 と 蒸 し 器 は 、 独 立 し て 使 用 さ れ る  
２ つ の 調 理 器 具 で あ り 、 ユ ー ザ が 別 々 に 操 作 す る 必 要 が あ る た め 、 不 便 で 場 所 を 取 る と い  
う デ メ リ ッ ト が あ る 。 ま た 、 従 来 の 蒸 し 器 で は 外 部 ヒ ー タ ー を 用 い て 液 体 の 水 を 加 熱 し て  
水 蒸 気 を 発 生 さ せ る が 、 外 部 ヒ ー タ ー に は 自 動 制 御 機 能 が な い た め 、 蒸 す 過 程 中 に 手 動 で  
制 御 す る 必 要 が あ り 、 手 間 と 時 間 が か か る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 今 で は 電 気 調 理 鍋 と 組 み 合 わ せ た 蒸 し 器 セ ッ ト も 開 発 さ れ て い る が 、 蒸 し 器  
セ ッ ト は ア ダ プ タ ー の 付 属 品 が 多 く 、 取 付 過 程 が 煩 雑 で 、 ま た 収 納 が し 難 い と い う デ メ リ  
ッ ト が あ る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 、 電 気 調 理 鍋 と 蒸 し 器 の 機 能 を 兼 ね 備 え 、 さ ま ざ ま な 食 物 の 調 理 が 同 時 進 行 で  
行 え 、 食 物 の 調 理 に か か る 時 間 を 短 縮 、 節 約 す る こ と が で き る 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 と 蒸 し  
器 ア セ ン ブ リ を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 は 、 本 体 、 嵩 上 げ リ ン グ 、 内 釡 、 蒸 し 皿 及 び 蓋 体 を 含 む 。 本  
体 は チ ャ ン バ と 開 口 を 有 す る 。 嵩 上 げ リ ン グ は 本 体 に 配 置 さ れ 、 か つ チ ャ ン バ と 連 通 す る  
。 内 釡 は チ ャ ン バ に 配 置 さ れ 、 か つ 開 口 か ら 突 出 す る 。 蒸 し 皿 は 嵩 上 げ リ ン グ ま た は 内 釡  
に 選 択 的 に 配 置 さ れ る 。 蓋 体 は 嵩 上 げ リ ン グ に 配 置 さ れ て 蒸 し 皿 を 覆 い 、 か つ チ ャ ン バ を  
閉 じ る 。 チ ャ ン バ は 水 を 配 置 す る の に 使 用 さ れ 、 か つ 水 は 加 熱 に 適 し 、 チ ャ ン バ 内 に 水 蒸  
気 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 嵩 上 げ リ ン グ が 本 体 の 上 縁 に 開 口 を 囲 む よ う に 配 置 さ れ  
、 第 １ モ ー ド で は 内 釡 が 開 口 か ら 突 出 し 、 部 分 的 に 嵩 上 げ リ ン グ と 重 な り 、 蒸 し 皿 は 嵩 上  
げ リ ン グ 中 に 位 置 し か つ 蒸 し 皿 の 外 縁 部 が 嵩 上 げ リ ン グ の 湾 曲 部 に 当 接 し 、 内 釡 と 蒸 し 皿  
の 間 は 一 定 の 間 隔 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 嵩 上 げ リ ン グ は 本 体 の 上 縁 に 開 口 を 囲 む よ う に 配 置 さ れ  
、 第 ２ モ ー ド で は 内 釡 が 開 口 か ら 突 出 し 、 か つ 部 分 的 に 嵩 上 げ リ ン グ と 重 な り 、 蒸 し 皿 が  
嵩 上 げ リ ン グ 中 に 位 置 し か つ 蒸 し 皿 の 底 部 は 内 釡 に 進 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 の 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 嵩 上 げ リ ン グ は 本 体 の 上 縁 に 開 口 を 囲 む よ う に 配 置 さ れ  
、 第 ３ モ ー ド で は 、 内 釡 が 開 口 か ら 突 出 し 、 部 分 的 に 嵩 上 げ リ ン グ と 重 な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 の 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 本 体 は 、 チ ャ ン バ と 開 口 の 間 に 位 置 す る 斜 面 を 有 し 、 第  
４ モ ー ド で は 蒸 し 皿 の 外 縁 部 が 斜 面 に 当 接 し 、 か つ 蒸 し 皿 が チ ャ ン バ 内 に 吊 り 下 が る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 の 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 蒸 し 皿 は 、 蒸 し 皿 の 底 面 に 貫 通 し て 分 布 す る 複 数 の 蒸 気  
孔 を 有 し 、 こ れ ら の 蒸 気 孔 は 内 釡 及 び 嵩 上 げ リ ン グ に 連 通 す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 を 踏 ま え 、 本 考 案 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 は 、 嵩 上 げ リ ン グ を 組 み 合 わ せ て 内 部 空 間 を  
拡 張 し 、 内 釡 と 蒸 し 皿 を 同 時 に 配 置 で き る よ う に し 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 を 作 動 さ せ た 後 、  
チ ャ ン バ 内 の 水 を 加 熱 し て 水 蒸 気 を 形 成 さ せ る こ と に よ り 、 水 蒸 気 で 内 釡 と 蒸 し 皿 中 の 食  
物 同 時 に 加 熱 調 理 す る こ と が で き 、 よ っ て 多 目 的 電 気 調 理 鍋 に 蒸 す と 煮 る の 機 能 を 兼 ね 備  
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え さ せ て 、 食 物 の 調 理 に か か る 時 間 を 短 縮 、 節 約 す る こ と が で き る 。 従 来 の 電 気 調 理 鍋 と  
組 み 合 わ せ た 既 存 の 蒸 し 器 セ ッ ト と 比 較 し て 、 本 考 案 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 は 、 収 納 サ イ ズ  
を 削 減 し 、 煩 雑 な 実 装 過 程 を 排 除 し 、 実 用 性 を 向 上 さ せ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 形 態 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 立 体 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 構 成 部 品 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ モ ー ド に お け る 図 １ の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ モ ー ド に お け る 図 １ の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ モ ー ド に お け る 図 １ の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ４ モ ー ド に お け る 図 １ の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ５ モ ー ド に お け る 図 １ の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ２ の 嵩 上 げ リ ン グ と 蒸 し 皿 を 単 独 で 使 用 し た と き の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 立 体 模 式 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ の  
多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 構 成 部 品 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 第 １ モ ー ド に お け る 図 １  
の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 考 案 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 １ ０ ０ は 、 本 体 １ １ ０ 、 嵩 上 げ  
リ ン グ １ ２ ０ 、 内 釡 １ ３ ０ 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ 及 び 蓋 体 １ ５ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 体 １ １ ０ は チ ャ ン バ １ １ １ と 開 口 １ １ ２ を 有 す る 。 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ は 本 体 １ １ ０  
に 配 置 さ れ 、 チ ャ ン バ １ １ １ に 連 通 す る 。 内 釡 １ ３ ０ は チ ャ ン バ １ １ １ に 配 置 さ れ 、 開 口  
１ １ ２ か ら 突 出 し 、 内 釡 １ ３ ０ の 高 さ は チ ャ ン バ １ １ １ の 深 さ よ り も 高 い 。 蒸 し 皿 １ ４ ０  
は 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ ま た は 内 釡 １ ３ ０ に 選 択 的 に 配 置 さ れ る 。 蓋 体 １ ５ ０ は 、 嵩 上 げ リ  
ン グ １ ２ ０ に 配 置 さ れ 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ を 覆 い 、 か つ チ ャ ン バ １ １ １ を 閉 じ 、 蒸 し 皿 １ ４ ０  
と 内 釡 １ ３ ０ を 密 閉 空 間 内 に 位 置 さ せ る 。 チ ャ ン バ １ １ １ は 水 ２ ０ ０ を 配 置 す る た め に 使  
用 さ れ 、 本 体 １ １ ０ の 加 熱 モ ジ ュ ー ル （ 図 示 せ ず ） は 、 水 に 熱 を 伝 達 し て チ ャ ン バ １ １ １  
内 で 水 蒸 気 ２ １ ０ を 形 成 す る の に 適 し て お り 、 水 蒸 気 ２ １ ０ は チ ャ ン バ １ １ １ 及 び 嵩 上 げ  
リ ン グ １ ２ ０ の 間 で 流 動 し 、 内 釡 １ ３ ０ と 蒸 し 皿 １ ４ ０ 内 に 配 置 さ れ た 食 物 を 加 熱 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ の 内 径 は 開 口 １ １ ２ の 内 径 よ り 大 き い た め 、 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ は  
開 口 １ １ ２ を 囲 む 本 体 １ １ ０ の 頂 部 外 縁 箇 所 に 当 接 し 、 そ れ に よ り 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ と  
チ ャ ン バ １ １ １ お よ び 開 口 １ １ ２ が 共 同 で 水 蒸 気 ２ １ ０ が 流 動 す る 密 閉 チ ャ ネ ル を 形 成 す  
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 補 充 説 明 と し て 、 本 考 案 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 は 底 部 に 取 り 付 け ら れ た 温 度 制 御  
モ ジ ュ ー ル （ 図 示 さ れ な い ） を 有 す る 。 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 内 部 の 温 度 を 検 出 す る た め に  
使 用 さ れ 、 温 度 が 設 定 値 に 達 す る ま で 、 加 熱 モ ジ ュ ー ル が 動 作 し 続 け て 、 多 目 的 電 気 調 理  
鍋 内 部 に 熱 を 伝 達 す る 。 多 目 的 電 気 調 理 鍋 内 の 水 分 が 完 全 に 蒸 発 し た 後 、 温 度 制 御 モ ジ ュ  
ー ル が 設 定 温 度 に 達 し た こ と を 検 知 す る と 、 温 度 制 御 モ ジ ュ ー ル は 自 動 的 に 加 熱 モ ジ ュ ー  
ル を 停 止 し 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 を 加 熱 状 態 か ら 保 温 状 態 に 切 り 替 え て 鍋 内 の 温 度 を 維 持 す  
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 す る と 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ は 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ の 底 面 に 貫 通 分 布 さ れ た 複  
数 の 蒸 気 孔 １ ４ １ を 有 し 、 複 数 の 蒸 気 孔 １ ４ １ は 、 内 釡 １ ３ ０ 及 び 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ と  
連 通 し 、 水 蒸 気 ２ １ ０ が 複 数 の 蒸 気 孔 １ ４ １ か ら 蒸 し 皿 １ ４ ０ を 通 過 す る の に 適 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 蓋 体 １ ５ ０ は 、 蓋 体 １ ５ ０ の 頂 面 に 設 け ら れ る 把 持 部 １ ５ １ を 有 し 、 把 持 部 １ ５ １ は 断  
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熱 性 お よ び 絶 縁 性 の 材 質 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 す る と 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 １ ０ ０ は 、 複 数 の フ ッ ト パ ッ ド １ ６ ０ お  
よ び 複 数 の ハ ン ド ル １ ７ ０ を 含 む 。 本 体 １ １ ０ の 底 面 Ｂ Ｓ に は 本 体 １ １ ０ を 持 ち 上 げ る た  
め の 複 数 の フ ッ ト パ ッ ド １ ６ ０ が 配 置 さ れ 、 本 体 １ １ ０ の 外 壁 Ｏ Ｓ に は ユ ー ザ が 両 手 で 掴  
ん で 持 ち 運 ぶ た め の 複 数 の ハ ン ド ル １ ７ ０ が 対 向 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 １ ０ ０ は 第 １ モ ー ド に お い て 、 嵩 上 げ リ ン グ １ ２  
０ は 開 口 １ １ ２ を 取 り 囲 む よ う に 本 体 １ １ ０ の 上 縁 に 配 置 さ れ 、 内 釡 １ ３ ０ は 開 口 １ １ ２  
か ら 突 出 し 、 部 分 的 に 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ と 重 な り 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ は 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０  
中 に 位 置 し 、 か つ 蒸 し 皿 １ ４ ０ の 外 縁 部 １ ４ ２ は 、 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ の 湾 曲 部 １ ２ １ に  
当 接 し 、 内 釡 １ ３ ０ と 蒸 し 皿 １ ４ ０ と の 間 に 間 隔 Ｇ Ｐ を 存 在 さ せ 、 ま た 、 蓋 体 １ ５ ０ は 嵩  
上 げ リ ン グ １ ２ ０ の 湾 曲 部 １ ２ １ に 当 接 し て 蒸 し 皿 １ ４ ０ を 覆 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 第 ２ モ ー ド に お け る 図 １ の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 １ ０ ０ は 第 ２ モ ー ド に お い て 、 嵩 上 げ リ ン グ １ ２  
０ は 開 口 １ １ ２ を 囲 む よ う に 本 体 １ １ ０ の 上 縁 に 配 置 さ れ 、 内 釡 １ ３ ０ は 開 口 １ １ ２ か ら  
突 出 し て 部 分 的 に 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ と 重 な り 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ は 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ 中 に  
位 置 し 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ の 底 部 Ｂ が 内 釡 １ ３ ０ に 進 入 し 、 ま た 蓋 体 １ ５ ０ が 嵩 上 げ リ ン グ １  
２ ０ の 湾 曲 部 １ ２ １ に 当 接 し て 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ を 覆 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ は 、 第 ３ モ ー ド に お け る 図 １ の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 １ ０ ０ は 第 ３ モ ー ド に お い て 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ を 使  
用 し な い の で 、 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ は 本 体 １ １ ０ の 上 縁 に 開 口 １ １ ２ を 囲 む よ う に 配 置 さ  
れ 、 内 釡 １ ３ ０ は 開 口 １ １ ２ か ら 突 出 し て 部 分 的 に 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ と 重 な り 、 第 ３ モ  
ー ド で は 、 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ と 本 体 １ １ ０ と の 接 続 に よ り 調 理 ス ペ ー ス が 広 が る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 、 第 ４ モ ー ド に お け る 図 １ の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 １ ０ ０ は 、 第 ４ モ ー ド で は 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ 及  
び 内 釡 １ ３ ０ を 使 用 せ ず 、 す な わ ち 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 １ ０ ０ は 蒸 し 皿 １ ４ ０ の み を 使 用  
す る 。 本 体 １ １ ０ は チ ャ ン バ １ １ １ と 開 口 １ １ ２ の 間 に 位 置 す る 斜 面 Ｓ を 有 し 、 蒸 し 皿 １  
４ ０ の 外 縁 部 １ ４ ２ は 斜 面 Ｓ に 当 接 し 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ は チ ャ ン バ １ １ １ に 吊 り 下 げ ら れ 、  
ま た 蓋 体 １ ５ ０ は 斜 面 Ｓ に 当 接 し て 蒸 し 皿 １ ４ ０ を 覆 う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ は 、 第 ５ モ ー ド に お け る 図 １ の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 １ ０ ０ は 第 ５ モ ー ド で は 、 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ と  
蒸 し 皿 １ ４ ０ を 使 用 せ ず 、 す な わ ち 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 １ ０ ０ は 内 釡 １ ３ ０ の み を 使 用 す  
る 。 本 体 １ １ ０ は チ ャ ン バ １ １ １ と 開 口 １ １ ２ の 間 に 位 置 す る 斜 面 Ｓ を 有 し 、 内 釡 １ ３ ０  
は チ ャ ン バ １ １ １ 内 に 位 置 し 、 蓋 体 １ ５ ０ は 斜 面 Ｓ に 当 接 し て 内 釡 １ ３ ０ を 覆 う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ８ は 、 図 ２ の 嵩 上 げ リ ン グ お よ び 蒸 し 皿 を 単 独 で 使 用 し た と き の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ８ を 参 照 す る と 、 前 記 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ 及 び 蒸 し 皿 １ ４ ０ を 電 気 調 理 鍋 内 に 入 れ ず  
に 単 独 で 使 用 す る こ と も で き （ 蒸 し 器 ア セ ン ブ リ に な る ） 、 例 え ば 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ の 外 縁  
部 １ ４ ２ を 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ の 湾 曲 部 １ ２ １ に 当 接 さ せ て 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ を 嵩 上 げ リ ン  
グ １ ２ ０ の 頂 部 に 位 置 さ せ 、 蒸 し 皿 １ ４ ０ を 覆 う よ う に 嵩 上 げ リ ン グ の 上 に 蓋 体 １ ５ ０ を  
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配 置 し 、 か つ 嵩 上 げ リ ン グ １ ２ ０ の 内 部 ス ペ ー ス を 使 用 し て 外 部 接 続 す る ヒ ー タ ー と 水 を  
保 持 す る 容 器 を 配 置 し 、 外 部 ヒ ー タ ー を 介 し て 容 器 内 の 水 を 加 熱 し て 水 蒸 気 を 形 成 し 、 嵩  
上 げ リ ン グ １ ２ ０ に 沿 っ て 蒸 し 皿 １ ４ ０ を 通 過 す る よ う 流 動 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま と め る と 、 本 考 案 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 は 、 嵩 上 げ リ ン グ を 組 み 合 わ せ て 内 部 空 間 を 拡  
大 す る こ と で 、 内 釡 と 蒸 し 皿 を 同 時 に 配 置 で き る よ う に し 、 多 目 的 電 気 調 理 鍋 が 作 動 し た  
後 、 チ ャ ン バ 内 の 水 を 加 熱 モ ジ ュ ー ル に よ り 加 熱 し て 水 蒸 気 を 形 成 し 、 水 蒸 気 で 内 釡 と 蒸  
し 皿 中 の 食 物 同 時 に 加 熱 調 理 す る こ と が で き 、 よ っ て 多 目 的 電 気 調 理 鍋 に 蒸 す と 煮 る の 機  
能 を 兼 ね 備 え さ せ て 、 食 物 の 調 理 に か か る 時 間 を 短 縮 、 節 約 す る こ と が で き る 。 従 来 の 電  
気 調 理 鍋 と 組 み 合 わ せ た 既 存 の 蒸 し 器 セ ッ ト と 比 較 し て 、 本 考 案 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 は 、  
収 納 サ イ ズ を 削 減 し 、 煩 雑 な 実 装 過 程 を 排 除 し 、 実 用 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 本 考 案 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 は 、 嵩 上 げ リ ン グ に 蒸 し 皿 を 配 置 す る 組 み 合 わ せ 、  
或 い は 内 釡 に 蒸 し 皿 を 配 置 し て か ら 嵩 上 げ リ ン グ を 取 り 付 け た り す る こ と で 、 い ず れ も 嵩  
上 げ リ ン グ を 利 用 し て 調 理 ス ペ ー ス を 拡 大 し 、 蒸 し 皿 と 内 釡 に よ り 同 時 に 調 理 を 行 い 、 食  
材 の 調 理 効 率 を 大 幅 に 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 考 案 の 多 目 的 電 気 調 理 鍋 は 内 釡 と 蒸 し 皿 の 同 時 使 用 だ け で な く 、 内 釡 ま た は 蒸  
し 皿 の 単 独 使 用 も 可 能 で あ り 、 調 理 の 必 要 に 合 わ せ て 調 整 が 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 実 用 性 を 向 上 さ せ る 多 目 的 電 気 調 理 鍋 を 提 供 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ ０ ０ ： 多 目 的 電 気 調 理 鍋
　 １ １ ０ ： 本 体
　 １ １ １ ： チ ャ ン バ
　 １ １ ２ ： 開 口
　 １ ２ ０ ： 嵩 上 げ リ ン グ
　 １ ２ １ ： 湾 曲 部
　 １ ３ ０ ： 内 釡
　 １ ４ ０ ： 蒸 し 皿
　 １ ４ １ ： 蒸 気 孔
　 １ ４ ２ ： 外 縁 部
　 １ ５ ０ ： 蓋 体
　 １ ５ １ ： 把 持 部
　 １ ６ ０ ： フ ッ ト パ ッ ド
　 １ ７ ０ ： ハ ン ド ル
　 2 0 0 ： 水
　 2 1 0 : 蒸 気
　 Ｂ ： 底 部
　 Ｓ ： 斜 面
　 Ｇ Ｐ ： 間 隔
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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